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v Environmental indicators 5 IRiE
v’ Inventory management indicators 6 "E
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Efficiency indicators Energy Management

/Worker Efficiency(553@4EEM) /Comprehensive Energy Consumption ((8& IR F—HESE)

/Allocation Ratio(&7aE) /Direct Energy Consumption Effectiveness (BiEIRI|+—HEZIXK)
/Throughput Rate(4 =) /Direct Net Energy Consumption Effectiveness(IB1ZEKRIRILF—HEINXK)
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/Overall Equipment Effectiveness Index(G&fEfaa3h=z)
/Net Equipment Effectiveness Index(IEMK:%EZIZR)

/Availability (Gl B%hit) Inventory indicators

/Effectiveness( TIERIE) /Inventory Turns (TEEECIEESK)

Quality indicators /Finished Goods ratio (El:ll:lél/\’g

JQuality Ratio(RE%E, &%) /Integrated Goods Ratlo/\(i.: e REmE)

/Set up Ration(EYEXE) /Production Loss Ratio(fAa&BEZEXK) _ e

Technical Efficienc;(_i’y“ R 2FI AR /Storage and Transportation Loss Ratio(TEEE#nXFERXK)
° . /Other Loss Ratio(ZDMMDFEZER)

/Production Process Ratio( TT2FIFAZR)

/Actual to Planned Scrap Ratio(FtEIEEFEREER)
/First Pass Yield(IE17%)

/Scrap Ratio(FEZEZXR)

/Rework Ratio(FEZR)

/Fall-off Rate([H=EX)

Maintenance indicators

/Mean Operation Time between Failures(:EI&%pE R ENVEIFRS )
/Mean Time to Failures(-FIHPERFR)
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/Corrective Maintenance Ratio( RffREXK)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SMKLのBtoB営業における活用方法を説明させていただきます。既に公開済のSMKLベンダー活用基礎編を基に、SMKLが製造業の方とそこにモノやサービスを提供する営業職の方とのコミュニケーションツールとして働き、それにより製造業の課題は言うに及ばず、営業の方の課題をも解決できることを説明いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、このセミナーでは、SMKL工場導入編とは異なり、製造業の業務フローにおけるこの部分を対象としています。また、ベンダー編は基礎編と応用編に分かれていますが、今回は主に基礎編の中心テーマであるユーザーとベンダーの課題解決を中心にお話をしていきたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在、製造業では産業IoT、スマート製造、DXなどで示される新たな潮流があり、それに対応していかねばならないという雰囲気になっています。この会場でもそうしたことへの対応が数多く提案されています。従来は、製造業の方、そして販売する方は工場の中の技術や仕組みが分かっていれば、互いにコミュニケーションを取り、どうすべきかある程度のコンセンサスを取りながら進めることが可能でした。しかし、今日のDX時代においては、ITや通信、AIやクラウドなどこれまでに製造現場では使われていなかった技術に直面し、ユーザーもベンダーも従来のような情報のやり取りができない状態になっています。すなわち情報の壁が存在していると言って良いでしょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
製造現場におけるOT技術と情報管理部門をつなぐことは従来はあまり密に行われていませんでしたが、DXを実現する上では必要なデータを製造現場からITを介して収集することが必須となってきました。しかしながら、製造現場のOTとITでは意思疎通が難しい状況にあり、またそのOTとITをつなぐEdge部分をどうすれば良いかと言う認識も定まっていないため、試行錯誤の状態が続いている企業も多いようです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SMKLは横軸に設備・作業者からサプライチェーンまで管理対象を4レベルに分け、縦軸にみえる化レベル、これはIoTやDXの進捗・達成度合いを示しますが、同じく4段階に分けて表現することで、製造現場の現状及び進めたい方向性を製造業の方とベンダー側が共通の指標で語れる仕組みとなっています。これにより、簡単にユーザーとベンダー間の意思疎通が図れるようになります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もう少し詳細な説明をすれば、ユーザーに対して工場導入編を用いて自社の現状と課題をSMKLを用いてレベル判定を行い、その情報をベンダーと共有することでベンダーはユーザーの状況を理解し、それに対する課題解決策を自社が保有する情報から提案することができます。その提案を受けてユーザーは検討を進めることができ、課題解決策を策定することができるようになります。これが「情報の壁」の撤去の大筋となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際の利用方法は大きく分けて2とおりあります。その一つはここでしめした「ユーザーの実情に合った」方法です。もう一つは「ユーザーの意向に合った」方法となります。こちらはホワイトペーパをご覧ください。さて、ユーザーの実情にあった利用方法ですが、このユーザーの実情をこの図のように4つに分けて考えることにします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、デジタル化もされておらず、社内で課題の共有もされていないユーザーさんに対しては、啓蒙活動が中心となります。SMKL値は欄外となりますので、他社事例の紹介でモチベーションを上げていただくことやSMKLの情報を提供することでIoT/DXを自社でも進めていこうという方向に導くことが重要となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に課題は社内共有されているがデジタル化が未達のユーザーの場合、現状はやはりSMKLの欄外になりますが、課題が見えているので、目標策定は可能となります。管理対象レベルを課題に合わせて決め、みえる化レベルを費用対効果に合わせて目標とします。その目標に合わせてベンダーはユーザーに製品やソリューションを提案します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、デジタル化は実現できているが課題の共有ができていない場合は、まずSMKLの説明を行いユーザー側に自社の課題はどの管理レベルにあるのか安定をしてもらうことになります。
その管理レベルにおいて、対象とするべき管理項目（Kpi）をユーザーに提案します。そのKPIを目標値に近づけるための方策をベンダーが提案します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
デジタル化も達成して、課題共有もできている場合は、すぐに現状把握を行い、管理項目（KPI）を決めてmokuhyou tonaru
みえる化レベルとそれを実現するための計画立案を補助します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上をまとめると、ユーザーのスマート製造の状況に応じてSMKLを仲介として適切にベンダーの支援活動を行います。この活動内容は、ユーザーの状況「下準備」「計画中」「拡大・展開」のように分け、それを繰り返し行うことでユーザーのSMKLレベルを上げていきます。これにより、最終的にはユーザーの課題解決を図ります。なお、この考え方は、製造業を顧客とするBtoB営業だけではなく、製造業内の背増部門と管理部門の間でも活用できる手法となります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SMKLの適用事例を紹介します。この例では、タンク内の温度アンリを目視で行っていたため製品不良が発生していたが、タンク内温度をデータとして常時監視することで不良品が減ったという事例になります。この例では、現状と課題を把握した後に、データを取り、規定値を決め警報を発報することを行いました。これは、SMKL値でいうと。1bと2bに相当します。ユーザーに対して単に対策を提案するのではなく、SMKL値を明確にし、対象レベルが設備とラインに及び、みえる化は可視化までということを示すことで、ユーザーの決裁者にも分かりやすくしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後の予定ですが、まずSMKLでデジタルマーケティングを効率的に行い、かつデータ駆動型営業を推進していくための様々な方策を検討していきます。そのためには、ユーザー事例を増やすことと共に、SMKL判定ツールやべbだー関連製品のまっティングあるいは企業間まっティングを行うコンテンツなどを充実させていきたいと思っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に、本セミナーではSMKLがBtob営業に活用できることを説明させていただきましたが、SMKLは製造業の製造現場だけでなく開発設計でも利用できますし、システムインテグレータでの活用も考えられます。更に製造業だけでなく農業への適用や保険業、銀行などにも活用が安納だと考えています。今後、様々な分野で活用できるように、SMKLのカスタマイズも検討していきたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私のセミナーのまとめですが、スマート製造が進展していることを背景に、ユーザーとベンダー間の情報の壁ができていることに対してSMKLを用いてその壁を撤去し、ユーザーの課題及びベンダーの課題を解決することができることを説明しました。今後は、smKLのデジタルマーケティングへの適用を検討していきたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
なお、本セミナーで説明s多内容については主にこのUrlをご覧いただければ詳細を把握できると思いますが、更にベンダーの営業活動の課題を解決したい場合は、この応用編をご覧ください。どちらも、IAFのホームページ内のSmKLプロジェクトのページに収容されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、ご清聴ありがとうございました。何かご質問やご意見等ございましたらIAF事務局までお願いいたします。
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